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研究課題名「総合診療医の共感の自己認識に関する全国横断調査」に関する情

報公開 

 

１．研究の対象 

 

本研究の対象者は、日本の総合診療医が所属する代表的な学会である日本プライマリ・ケ

ア連合学会、日本病院総合診療医学会、日本地域医療学会に登録し、アンケート調査期間

中に本研究に参加の同意を示された医師の方です。ただし、初期研修医は除きます。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：本研究は総合診療医の共感の自己評価に影響する要因を探索することを目

的とします。 

研究方法： 

⚫ 研究デザイン：横断研究（オンライン無記名質問紙調査） 

⚫ 情報の収集方法：各学会のメーリングリストや事務局からのメール、ソーシャル

メディアでの案内文の周知により、同意を得られた回答者からの無記名オンライ

ンアンケートの収集をします。 

⚫ 情報の収集期間：周知開始から 1ヶ月とします。アンケートの回収のために、一

定期間（2-4週間を目処とする）をあけてリマインドを行います。収集回答数が

目標に達しない場合は収集期間を延長する可能性がありますが、最長 2ヶ月とし

ます。その際リマインドを繰り返し行う可能性があります。 

⚫ 統計・分析方法：医師の共感の自己評価表（Jefferson Scale of Physicians’ 

empathy; JSPE）の得点や回答者の属性に関する記述統計を実施します。医師の

属性を独立変数とし JSPE得点を従属変数とする単変量・多変量解析を実施し、

JSPE得点に影響する要因の探索を行います。またサブグループ解析として属性

項目の群間比較を行い、JSPE得点差を検討します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2029年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：共感に関する自己評価表（Jefferson Scale of Physicians’ empathy; JSPE）の日本

語版得点、回答者の属性：臨床経験年数、年齢、性別、総合診療に関連する資格の有無、

職位、主な勤務場所、勤務場所の病床数、週あたりの勤務時間、子供の有無、婚姻の有



 

 

 

無、親の職業、バーンアウト尺度、ロールモデルの有無、共感を育むトレーニングの受講

経験、等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

共同研究機関へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で、電子的配

信によって行われます。 

 

５．研究組織 

研究分担者 

名古屋大学大学院医学系研究科 総合診療医学・客員研究者・松久 貴晴 

名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学・特任講師・末松 三奈 

名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学・特任助教・佐方 初奈 

名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学・客員研究者・宮﨑 景 

名古屋大学医学部医学科 学生・後藤 大輝 

 

共同研究者 

京都大学医学研究科 附属医学教育・国際化推進センター・教授・片岡 仁美 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

  連絡先・研究責任者： 

住所：愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話：052-744-2031 

担当者の所属：名古屋大学大学院医学系研究科 地域医療教育学寄附講座 

担当者の氏名：高橋 徳幸 

E-mail: takahashi.noriyuki.d9@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 

研究代表者： 

名古屋大学大学院医学系研究科地域医療教育学寄附講座 高橋 徳幸 

 

 


